















当研究会の世話人か らは､ ｢スピングラス研究の過去､現在､そして未来｣ とい
う題 を頂 いたが､ これは30分間で話 すには､あま りにも大 き過 ぎるので､最近大
変発展 している筆者 自身の研究､す なわち､趨有効場理論 ト 3)とその スピングラ
ス等への応用113)を述べ る｡
最近筆者の提唱 した ｢コ ヒー レン ト異常法｣ という臨界現象の一般的 な研究方
法 d･5)は多 くの問題に応用 され､その有効性が確 かめ られている5-1号)｡ これは､
クラスター平均場異常性O-)係数 が近似の度合 をあげ るにつれて系統的に (コヒー
レン トに)異常性 を示 すことに基づいて､真の臨界指数等 を求め る方法 である｡
したが って､平均場近似 さえ作れれば よいことにな る｡
これが動機 とな り､ どんなエキゾテ ィ､ソク相転移 にも使 える平均場理論 をつ く
ろうと努力 した｡ その結果 ､超有効場理論 という極めて一般的な相転移の理論
ト 3 を作 ることに成功 した｡
第 1回
趨有効場 ク ラスタート3)
その要点 は､第 1回の ように､Dト D2､ --一､Dzという 1点 ではない領域上で
作用 する有効場 Ql､ Q2､--､ Qzをハ ミル トニアンの切断 とは無関係に一般的
に導 入す ることである｡ この建有効場理論 はすでにスピングラスやカ イラルオー
ダーに応用 して､その有効性が確 かめ られている｡ もっと詳 しくはオ リジナルな
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